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■■■ 例会プログラム ■■■    

例会日 卓話者 演題 

7月18日 ガバナー補佐 吾郷紘一様 
「ロータリーを実践し 
みんなに豊かな人生を」 

7月25日 
前年度会計 河原 治子 

今年度会計 石原 輝男 
クラブ協議会 ( 決算・予算 ) 

8月 1日 
第2690地区 ガバナー 

ガバナー 森本 信一 様 
ガバナー公式訪問例会 

■■■ 出席報告 ■■■   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率

42   34 8 (3) 87.18 % 86.84 % 

■■■ 欠席者 ■■■  
石原俊／園山／三好／板垣／土江 （山根／牧野／木村）  

■■■ 来訪者 ■■■  

吾郷（第４グループガバナー補佐） ・ 原田（第４グループ幹事） 

■■■ メークアップ ■■■   

な し 
*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（8月 1日） 福田磨寿穂／園山 繁／曽田敏康  

（8月 8日） 三好洋平／杉原朋之／田中久雄  

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   
月 出雲中央  8/12(休)  8/26  松江南   

火 出雲  7/23・8/13(休)  8/27 松江しんじ湖  8/13 8/27 

水 
大社  7/24 7/31 8/21 8/28 

     8/14(休) 
松江 8/14 8/28  

木  松江東  

金 出雲南    

■■■ 会長挨拶 ■■■   

「被災地を訪れて」 

吾郷紘一ガバナー補佐様、原田明成グループ監事様のようこそいらっしゃ

いました。本日は例会およびクラブ協議会よろしくお願いします。 

また、小松博幸氏のご入会を心よりお喜びいたします。 

早い梅雨明けのあと、酷暑があれば大雨もありでなかなか大変ですが、

健康管理には十分にご留意いただきたいと思います。 

連休を利用して、陸前高田を始めとする東日本大震災の被災地へ行っ

て参りました。 

明年４月５日の創立４０周年記念式典での講演講師をお願いしている

慈恩寺住職・古山敬光氏を訪ね、たまたまご出張で現地入りの園会員と

ともに、ご挨拶をいたしました。貴重なお話しをたくさん伺いましたが、明年

の講演を楽しみにしたいと思います。 

同じく、周年の記念事業のひとつをお願いするため、陸前高田ロータリーク

ラブも訪問いたしました。土曜日でしたが、現会長様、直前会長様に温

かく迎えていただきました。聞けば十数名の会員は全員が被災され、事務

局も津波に流されて失われて、小さなプレハブを会長さんの会社の敷地

の片隅に事務局として構え、毎週の例会も出席者は数名になりながらも、

ロータリー活動を続けていらっしゃる現状を目の当たりにし、言葉を失い、

ただ頭の下がる思いでした。 
直前会長さんから、復興支援委員長の名刺をいただき、仮設住宅やロー

タリーがお世話をされたという集会施設にもご案内いただきました。 

震災、津波から２年半が経ち、「復興という状況にはまだない」といわれな

がらも、私は力強い復興の力を感じたように思います。 

山陰からは東北は実に遠い地域であり、ややもすれば支援の意識が希

薄になりがちですが、この機会に認識を新たにして末永い支援をしていく

必要を感じて帰りました。 

■■■ 幹事報告 ■■■   

１．例会変更 

○出雲中央RC  8/26(月) → 8/30(金) ５クラブ合同例会 

       ビジター受付 11：30～12：30 事務局 (ロイヤルホテル内) 

○出雲RC      8/27(火) → 8/30(金) ５クラブ合同例会 

       ビジター受付 11：30～12：30 ホテル武志山荘 

２．休  会 

○出雲中央RC  8/12(月)      ビジター受付 な し 

○出雲RC     7/23・8/13(火)       〃 

３．会員増強・ロータリー財団合同セミナーのご案内 

日  時    ９月１日（日） 受付 １０：３０～ 

会議 １１：００～１４：３０ 

会  場    津山国際ホテル 

出 席 者  会員増強セミナー ： 会長・会員増強委員長 

             Ｒ財団セミナー   ： 幹事・Ｒ財団委員長 

４．小松博幸様の入会に対して、意義の申し立てがありませんでしたので

入会が決定致しました。 

５．ロータリーの目的 （旧 ロータリーの綱領） パネルを作成しました。 

６．ぎんざさんよりお中元をいただきました。 

■■■ 委員会報告 ■■■  

出席・親睦委員会 ： 納涼例会のご案内 

              日 時  8/8(木) 18：30～ 割烹温泉 ゆ ら り 

     多数のご参加お待ちしております。 

■■■ 入会式 ■■■  

小松博幸 会員  Ｓ 35．8．15 生   

㈱ 山陰合同銀行平田支店 支店長 

職業分類 ：  商業銀行 

推薦者 ： 大島 治 ・ 持田稔樹  

所属委員会 ： 出席親睦委員会  

 

■■■ スマイル ■■■   

吾郷G補佐・原田グループ幹事 

     (本年度第４グループのガバナー補佐を努めることになりました。

一年間宜しくお願い致します。飯塚会長、佐々木幹事、会

員の皆様のご健勝をお祈りいたします。) 

飯塚大 （吾郷ガバナー補佐様、原田グループ幹事様 ようこそいらっ

しゃいました。本日のクラブ協議会よろしくお願いします。 

小松博幸様のご入会を祝して！) 

佐々木 (吾郷ガバナー補佐、原田グループ幹事１年間よろしくお願

いします。また本日は例会後のクラブ協議会にて御指導よ

ろしくお願いします。) 

 



大島卓・槇野・恒松・内田 

 （吾郷ガバナー補佐、原田グループ幹事様のご来訪を歓迎

して。本日はよろしくお願いいたします。） 

黒田・大島治・高砂・持田稔  

 (吾郷ガバナー補佐、原田グループ幹事様一年間よろしくお

願い致します。 小松支店長の入会を祝して！) 

園    (吾郷様、原田様 ようこそ。 陸前高田市の慈恩寺の和尚

(平田RC４０周年の講演者)にご挨拶に飯塚大幸会長と行

ってまいりました。奇跡の１本松も見てまいりましたが、全部

で 70,000本の 1本・・・。) 

田中浩 (吾郷ガバナー補佐、原田グループ幹事ようこそ。歴代 SAA

会を無事に終えることができました。ご出席ありがとうござい

ました。) 

福田 (孫、孫の父親、私の男 3 人で今月 13 日～15 日にかけて世

界文化遺産に登録された富士山に登頂し無事下山すること

ができました。) 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■   

「ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を」  

 ガバナー補佐 吾郷紘一様 

平田ロータリークラブへの訪問は、ガ

バナー補佐として４箇所目です。 

・陸前高田市のロータリーは、被災さ

れての存続とてもすばらしいです。とて

も感銘を受けました。私たちは、とても

めぐまれた状態にいます。感謝しなけ

ればいけないです。 

・RI 会長 ローン D・バートンのスローガンに森本ガバナーが感銘を受け、

地区にもそのままのスローガンにされた。 

・会員の減少が大きな課題である。日本全国でピーク時は13万人、それ

が現在 8 万 8 千人となっています。地区では平成８年にピークを迎え

4,580名だったが現在は3,100名程度30％減になっている。目標としては、

会員数５％増をお願いします。 

・地区協議会に出かけた際にも「ロータリーも時代の変化に対応していか

なければならない」と言われていた。ロータリーがスタートした時には１業種

１名という仕組みでスタートしています。上下のない平等な会、自分の職

業を通じて社会に奉仕するという方針でした。 

・４つのテストについて、ハーバート J.テイラーさんが考えたもの、倒産寸前

の会社再建を任されたとき、モラル向上の方法として。 

・現在の会員が集まらない状況について、ＲＩが方針を出しています。 

 財団より資金を地区に配布しより地域に根ざした事業に取り組めるよう

に。 これが「公共イメージアップ」です。さらに人道的な支援をしていきた

いという方向性もあります。世界的な公共イメージアップのために。 

・財団は世界で良い取り組みをしようと、会員を増やしより世界的な事業

を行っていきたい。 

最後に、第4グループとしてガバナーからの方針に協力していただいきたい。

逆に皆さまのご意見を集約し、ガバナーに伝えます。 

 

 

■■■ クラブ協議会  ■■■  

 

例会後、クラブ協議会が開催さ

れました。平田ロータリークラブの

行動計画を吾郷ガバナー補佐

へ会長、幹事またそれぞれの委

員長、担当より説明致しました。 

 


